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既知の史料をもちいた過去の自然現象および災害情報の抽出
Detection of natural events and disasters from known historical records
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歴史資料をもちいた過去の自然現象や災害についての調査は，地球科学の広い分野ですでに多くの研究がなさ
れている．その成果として，それぞれの分野におけるイベント等に関する記述を採集した史料集が公刊されて
いる．たとえば，「増訂大日本地震史料」，「日本地震史料」，「新収日本地震史料」，「日本噴火
志」，「日本気象史料」，「日本天文史料」，「近世日本天文史料」などである．これらの史料集には，たと
えば地震と洪水などそれぞれの分野のイベントについての記事が，同じ史料の別々の部分から収録されている
ことも多い．特に日記など，長期間にわたっておおむね均質な記録がなされている史料の場合その傾向が強
い．それぞれの史料集は，対象とするイベントや，興味・関心，史料集の紙幅の制約などに依存した個別の編
集方針で編まれており，別の分野のイベントは通常収録されない．そのため，ある分野では既知の史料で
あっても，別の分野では未知の史料となっている可能性があり，採集されないままになっているイベントも多
数存在すると考えられる． 
最近，過去から収集されてきた膨大なデータを検索可能な形で公開されはじめている．そのなかには記事が記
録された場所，あるいは，史料の現在の所在をしめすデータをもつものがある．自然現象や災害の影響は，一
般的に一定の空間的広がりをもって記録されることが多い．既知の史料の場所に関する情報をもとに，未知の
イベントの発見や，既知のイベントのより詳細な調査を実施することが可能である．このような情報を効果的
に利用するためには，地図および地理情報システムを活用した検索が有効である． 
このようなイベントの例として，明治15年2月に発生した泥雨について調査をおこなった．鹿島神宮の宮司の日
記である「桜斎随筆」に泥雨についての記事があり，京都から東北地方にわたる各地の新聞にも同様の記事が
みられる．既知の史料を活用し，この泥雨についての日本各地のデータの追加を試みた．灰あるいは砂状のも
のが降り，場所によっては薄くつもった．当時人々は火山の噴火によるものかと噂したが，同じ時期に火山の
噴火は知られていない．この泥雨は3日間かけて西から東へ移動していったようにみえる．この泥雨の原因
は，火山噴火による降灰，黄砂，局地的な砂塵などが考えられる．
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